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JFEスチールのH形鋼は、昭和３６年９月にわが国初のユニバーサルミルによる 

製造販売を開始して以来、豊富な経験と実績を重ね、 

広く皆様より高い評価をいただいております。 

このたび、H形鋼のフランジ内面に突起を設けた、 

鋼・コンクリート合成構造用の「JグリップH（内面突起付きH形鋼） 
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1. 鋼種及び規格記号 

規格記号 

SM４９０A‐MOD‐RI

種　　類 

溶接構造用圧延鋼材 

≦０．０３５ 

S 

≦０．０３５ SM４９０A‐MOD‐RI 規格記号 

引張試験 

板厚 

（㎜） 

５＜ｔ２≦１６ 

１６＜ｔ２≦４０ 

５＜ｔ２≦１６ 

１６＜ｔ２≦４０ 

≧３２５ 

≧３１５ 

≧１７ 

≧２１ 

 

４９０～６１０ JIS １A号 

YP/YS 

（N/㎜２） 

TS 

（N/㎜２） 

EL
試験片 

板厚（㎜） （％） 

SM４９０A‐MOD‐RI

（％） 

注）板厚≦４０㎜ 

　　Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４ 
Ｐ＝－－－－－－－－－－－－－ 
　　　　　 ４ 

　 ｂ１－ｂ２ S＝－－－－－－ 
　　２ 

●寸法・形状・許容差 

項　　目 

 

 

JIS G ３１０６に準拠する。 

BB －－ ４ 

Ｈ －－ ２ 

ｔ２ 

ｔ１ 
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「SC合成地中連続壁工法」は、JグリップHとコンクリートを一

体化したSC構造による新しい連壁工法です。薄い壁厚で高

剛性・高抵抗モーメントを有し、開削工事においてコストダウン

と省スペース化を図ることが可能です。なお、本工法は（株）

大林組と共同開発したものです。 

 

薄い壁厚で高剛性・高耐力を実現 
JグリップHを用いてコンクリートと鉄骨を一体化した結果、同壁厚のRC

連壁にくらべ、高剛性・高抵抗モーメントの地下壁が実現しました。薄壁化

により、地下壁自体のコストダウンと用地制約の厳しい都市部等での省ス

ペース化が可能です。 

本体構造にも適用可能 
SC構造として高い靭性能を有しているため、耐震性能が要求される本体

構造としても適用できます。 

施工性の向上 
一体化のための補強鉄筋が不要な上、鉄骨一本ずつの建込みも可能です。

そのため、RC連壁のように鉄筋籠の製作等に必要な作業ヤードの問題が

解消されます。 

 

０ 

１０００ 

２０００ 

３０００ 

４０００ 

５０００ 

６０００ 

７０００ 

モ
ー
メ
ン
ト（
K
N・
m
） 

０ ２０ 

曲率（１０－６㎝－１） 

４０ ６０ ８０ １００ 

 

連壁（壁厚壁厚１０００㎜） RC連壁（壁厚１０００㎜） 

RC連壁（壁厚９００㎜） 

SC合成連壁 
（壁厚９００㎜） 

●降伏点 

●SC合成連壁 ●RC連壁 

９０
０
 

１３
６
 

１３
６
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適用対象 

隣接構造物がある場合 

止水壁が長くなる場合 

大きな階高部分がある構造 

地震時の地盤変位が大きい箇所 

用地制約が厳しい場所において薄壁化が可能です。

また、高剛性であるため、掘削時の変位が小さく隣接

構造物への影響を最小限に留めることができます。 

トンネルのシールド接続等で階高が大きくな

壁に大きな部材性能が求められる場合、必要

みSC合成連壁を適用することができます。

との組み合わせにより合理的な設計が可能で

掘削時の地下水対策として床付け面以深の地下壁が

長くなる場合、応力の小さな区間でも厚い連壁となり

不経済でしたが、薄壁化により連壁の工事費が大幅に

削減できます。 

硬い層と柔らかい層の境目では大きな地盤変

じることがあります。SC合成連壁は大きな変

を持っているため、大地震時でも崩壊しません

JグリップH

JグリップH

JグリップH

JグリップH

R
C
連
壁
 

S
C
合
成
連
壁
 

透水層 

不透水層 
不透水層 

透水層 

沖積層 

洪積層 

壁
厚
決
定
断
面
 

止
水
壁
 

剛
性
・
耐
力
不
要
 

RC地中連続壁 SC合成地中連続壁 
（RC地中連続壁に段落し） 
り、地下

区間の

RC連壁

す。 

形が生

形性能

。 



●３．６～５．８（Ｎ/㎜２）の付着耐力が確認されました。地下壁として一般的なせん断スパン比の範囲では、３．０（Ｎ/㎜２）程

度の付着耐力があれば十分な合成効果が得られます。 

●付着特性は突起がコンクリートに引っかかる支圧型でした。したがって、泥水中のコンクリート打設でも十分な耐力

が得られます。 

●付着耐力以降も強度が急激に低下することはなく、大きな付着靭性が得られました。 

●付着特性 

梁型試験体の正負交番載荷実験を行い、以下のことが確認されました。 

●完全付着の場合とほぼ同様の弾性挙動を示しました。 

●Ｈ形鋼およびコンクリートのひずみ分布は直線分布であり、平面保持

の仮定が確認されました。 

●JグリップHとコンクリートの付着性状は、合成効果に対し十分でした。 

●十分な靭性能を持ち、５％を超える変形時にも耐力の低下は見られ

ませんでした。 

●曲げ特性 

〈模式図〉 

JグリップH（６００×３００） 

付
着
長
＝
５０
０
㎜
 

横方向拘束治具 

〈模式図〉 正負交番載荷 

SC合成連壁 

－４０００ 

－３０００ 

－２０００ 

－１０００ 

１０００ 

２０００ 

０ 

３０００ 

４０００ 

荷
重（
kN
） 

－０．０６ －０．０４ －０．０２ ０ ０．０２ ０．０４ ０．０６ 

部材回転角（rad） 

実験値 
FEM解析 
FEM解析（完全付着） 

（試験実施状況） 

（試験実施状況） 
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Cat.No.D1J-521-01

海外事務所 ニューヨーク、ヒューストン、ブリスベン、ブラジル、ロンドン、ドバイ、ニューデリー、ムンバイ、シンガポール、バンコック、 
ベトナム、ジャ力ルタ、マニラ、ソウル、北京、上海、広州 

〒530-8353

〒451-6018

〒060-0005

〒980-0811

〒950-0087

〒930-0004

〒730-0036

〒760-0019

〒812-0025

〒260-0028

〒231-0011

〒422-8061

〒700-0821

〒900-0015

TEL  06(6342)0707

TEL  052(561)8612

TEL  011(251)2551

TEL  022(221)1691

TEL  025(241)9111

TEL  076(441)2056

TEL  082(245)9700

TEL  087(822)5100

TEL  092(263)1651

TEL  043(238)8001

TEL  045(212)9860

TEL  054(288)9910

TEL  086(224)1281

TEL  098(868)9295

FAX  06(6342)0706

FAX  052(561)3374

FAX  011(251)7130

FAX  022(221)1695

FAX  025(241)7443

FAX  076(441)2058

FAX  082(245)9611

FAX  087(822)5105

FAX  092(263)1656

FAX  043(238)8008

FAX  045(212)9873

FAX  054(288)9877

FAX  086(224)1285

FAX  098(868)5458

大阪市北区堂島1丁目6番20号（堂島アバンザ10F） 

名古屋市西区牛島町 6番1号（名古屋ルーセントタワー18F） 

札幌市中央区北五条西2丁目5番（JRタワー17F） 

仙台市青葉区一番町 4丁目1番 25号（東二番丁スクエア3F） 

新潟市中央区東大通1丁目3番1号（新潟帝石ビル4F） 

富山市桜橋通り3番1号（富山電気ビル3F） 

広島市中区袋町4番21号（広島富国生命ビル7F） 

高松市サンポ－ト 2番 1号（高松シンボルタワ－ 23F） 

福岡市博多区店屋町1番35号（博多三井ビルディング2号館7F） 

千葉市中央区新町3番地13（千葉TNビル5F） 

横浜市中区太田町1丁目10番（NGS太田町ビル4F） 

静岡市駿河区森下町1番35号（静岡MYタワー13F） 

岡山市北区中山下1丁目8番45号（NTTクレド岡山ビル18F） 

那覇市久茂地3丁目21番1号（國場ビル） 
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